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3 小野清一郎『中華民国刑法 分則』（下）（中華民国法制研究会、1935年）101頁。 
4 林山田『刑法各罪論』（上冊）（台北：私家版、2005年）79-80頁、甘添貴『刑法各論』（上）
（台北：三民書局、2013年）29-30頁。 



















































































11 淡新档案、案件編號 35401、146-149頁。 
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12 小野、前掲注 3書、85頁。 
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28 黄源盛編『大理院刑事判例輯存 1912-1928（総則編）』（台北：犂斎社、2013年）。 
29 黄源盛編『大理院刑事判例輯存 1912-1928（分則編）』（台北：犂斎社、2013年）。 
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35 『唐律疏議』、巻 28、捕亡律三条、「被殴撃姦盗捕法」条、528頁。 
36 『唐律疏議』、巻 28、捕亡律二条、「罪人持仗拒捕」条、527頁。 
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42 『慶元条法事類』巻 80、諸色犯姦、「捕亡勅・同籍捕格法」、612頁。 
43 『慶元条法事類』巻 80、諸色犯姦、「闘訟勅」、613頁。 
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50 七野、前掲注 47論文、153頁参照。 
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  次に、日本の尊経閣文庫には、『大明律』30卷という書物（正徳 16（1521）
年）に胡瓊により編纂された刊本。以下『胡瓊集解』と称する）がある。ここ
60 黄、前掲注 53論文、1頁参照。 
61 瀧川「明代刑法典概説（二）」1189-1190頁参照。 
62 （清）張廷玉等撰『新校本明史并附編六種』第四冊、巻 93、志 69、刑法一、2286-2287頁参
照。また、説明の便利のために、それぞれの「問刑条例」を『弘治 13年問刑条例』、『嘉靖 29
年問刑条例』、『嘉靖 34年問刑条例』、『万暦 13年問刑条例』と略称する。 

















































































67 『明律集解附例』（四）巻 18、賊盗、「夜無故入人家」条、1438-1439頁。 
68 「重修問刑条例」（劉海年・楊一凡編『中国珍稀法律典籍集成』乙編第二冊（北京：科学出
版社、1994年）所収）489頁。 
69 『明律集解附例』（四）巻 19、人命、「殺死姦夫」条、1478頁。 
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75 佐藤、前掲注 53論文、467頁参照。 
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78 『大明律例注釈祥刑氷鑑』（国立公文書館、2013年）刑卷 19、「殺死姦夫」条、葉 2-3。本研
究で使用する版本は、国立公文書館により出版された電子データ版である。 
79 同前、葉 3。 
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 場所 時間 行為 罪責 
1 姦所 登時 姦夫を殺す 罪責を論じない 
2 
姦所 登時 姦婦のみを殺す 
殴妻至死 






非姦所 非登時 不拒捕の姦夫を殺す 罪人不拒捕而殺 


































































84 『明律集解附例』（五）巻 27、捕亡、「応捕人追捕罪人」条、1892頁。 
85 『臨民寶鏡』巻 9、捕亡、「応捕人追捕罪人」条、37葉。 
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 佐々木によると、罪に問われない理由は 3 つの類型に分けられる。すなわ
ち、第 1に、貞節守節を強調するもの、第 2に、義憤にかられた衝動性と見な
すもの、第 3に、「正当防衛」にあたるものである 89。 



























                                                     





































92 同前、1 09-110頁参照。 
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られている 98。   
ここで先に説明しておくと、順治 3年律における「殺死姦夫」条の内容が清
掲書所収）281-309頁。 
98 島田、前掲注 97論文、18-22頁。ただし、最初の順治律の版本の問題については、「順治 2


















































































































































































































                                                     






































                                                     






















































































































事案①「王二一案」115（雍正 5（1727）年 5月刑部奉旨・山東） 
王二は妻の劉氏及び彼女の表弟の劉守全とともに、かつて楊玉白の部屋を
115 『成案彙編』卷 17「本夫同親属姦所殴殺姦夫擬徒改免罪案」、人命二、葉 35。 
55 
 











































事案②「陳良彩一案」116（雍正 8（1730）年 12月奉旨・江蘇） 
陳良彩と陳有餘は同胞の兄弟である。陳良彩はいつも外で雇われて働いて
いた。陳有餘は、陳良彩の妻の儲氏と姦通した後、そのことを陳良彩に知ら































116 『成案彙編』卷 17「捉姦殺兄擬監候斬」人命二、葉 53。 
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117 『例案全集』卷 22「同姓尊長殺死姦夫姦婦成案」、人命、葉 4-5。 
118「胡四一案」において、刑部は「張継祖一案」の処理方式を引用して、加害者たる尊長の胡
四を死罪から減じて、改めて杖一百、妻と共に流三千里に処するとしている。「胡四一案」の
内容について、『成案彙編』巻 17「尊長捉姦殺死姦夫姦婦案」、人命二、葉 43。 
119 『成案彙編』巻 17「卑幼捉姦殺死尊長仍依服制擬罪」、人命二、葉 52。 
59 
 



















事案③「常保一案」120（康煕 21（1682）年 5月奉旨・刑部） 
常保の供述によると、「私の父が今年の正月、病気にかかって、寝ていまし

















120 『例案全集』卷 22「殺死通姦継母改案」、人命、葉 8-9。 
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121 『例案全集』巻 32「捉姦殺死大功兄」人命、葉 9-11。 
122 「孫元文一案」については、『例案全集』卷 22「因姦殴死小功兄改案」人命、葉 9を参照。 
62 
 






















































 ここで、もう 1つの特殊な事案を紹介しておきたい。それは、雍正 13（1735）
年に起こった「陸元亨一案」である。 
 





















123 『成案彙編』巻 17「捉姦殺死胞姐照合族公憤例減等案」、人命二、葉 48。 
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124 『光緒会典事例』卷 811、刑律闘殴「同姓親属相殴」条、冊 19、15277頁。 
65 
 





































125 滋賀、前掲注 14論文、107頁。 
126 『成案彙編』巻 17「勒死犯姦不法族人改擬杖徒案」、人命二、葉 61。 
66 
 




































127 『例案全集』卷 22「因妹有姦追殺姦夫比案」、人命、葉 7-8。 
67 
 
                                                     





































128 『成案彙編』巻 17「非在姦所殺姦比照已就拘執擅殺擬徒案」、人命二、葉 36。 
68 
 










































































129 『光緒会典事例』卷 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15190頁。 
70 
 





































130 『世宗憲皇帝実録』巻 62・雍正 5年 10月己丑条。 
131 『例案全集』卷 22「因妻有姦致殺成案」、人命、葉 6。 
71 
 






































132 『成案彙編』巻 17「本夫非于姦所獲姦止殺姦婦將姦夫擬絞案」、人命二、葉 77。 
72 
 



































133 『読例存疑』巻 32、人命之一「殺死姦夫」、冊四、785頁。 
73 
 



























































































134 喜多、前掲注 21論文、5-8頁。 
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135 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15191頁。 
77 
 





























































































































142 （清）全士潮等輯『駁案新編』32 巻、葉 3-5。本稿で使用する版本は、東京大学東洋文化
研究所に所蔵されているものである。また、この事件について、『高宗純皇帝実録』巻 848・乾
隆 34年 12月辛亥条も参照。 
80 
 












































































145 『読例存疑』巻 32、人命之一「殺死姦夫」、冊四、798-799頁。 
146 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3596頁。 
147 『読例存疑』巻 32、人命之一「殺死姦夫」、冊四、798頁。 
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148 『成案彙編』巻 17、人命二、「獲姦殺死胞兄比照過失殺問擬改案」葉 54-55。 
83 
 















































































150 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15194頁。 
85 
 






































151 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15194-15195頁。 
86 
 





































152 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3583-3585頁。 
153 『読例存疑』巻 32、人命之一「殺死姦夫」、冊四、801頁。 
87 
 





































154 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15191頁。 
155 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3587-3589頁。 
88 
 



















 夫 有服の親族 




















156 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、頁 15192。 
89 
 





































157 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15194頁。 
158 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3585-3586頁。 
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即座に殺した 罪責を論じない （「殴殺の本罪」によって） 
159 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3589頁。 
91 
 




































160 『根原』巻 75、刑律人命「殺死姦夫」1206頁。 
161 『光緒会典事例』巻 802、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15198頁。 
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162 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3576頁。 


















































































166 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15190頁。 
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168 『刑案匯覧』巻 27、殺死姦夫条「外人聴従幫同捉姦捕賊」1794-1795頁。 
96 
 














































































172 滋賀「刑罰の歴史」（同注 53前掲書所収）331頁。 
173 『光緒会典事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15190頁。 
98 
 



































174 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3576-3577頁。 
99 
 







































事例』巻 801、刑律人命「殺死姦夫」条、冊 19、15190頁。 
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177 『大清律例彙輯便覧』巻 26、刑律人命「殺死姦夫」条、3568-3570頁。 
101 
 






































178 『刑案匯覧』巻 25、殺死姦夫条「姦所獲姦非登時殺死姦婦」1671-1672頁。 
102 
 
















































































180 『刑案匯覧』巻 25、殺死姦夫条「追趕姦夫無及回家殺死姦婦」1669-1670頁。 
104 
 













































































































181 佐々木、前掲注 20論文、117頁。 
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「統字第 151号」以外、民国 2（1913）年 1月 15日の「統字第 1号」から民









198 黄、前掲注 187論文、43-47頁。 
199 郭衛「編輯縁起」（『大理院解釈例全文』所収）。 
200 郭衛「編輯縁起」、「凡例」（『大理院解釈例全文』所収）を参照。 



















































































                                                     
















































































































































































































民国 3 年 8 月、謝守貴は田光富の妻である田劉氏と姦通した。その後、し
ばしば姦通を行っており、その数は計ることができないほどであった。田光
富は当初は（姦通の事情を）知らなかったが、一旦これを知った後に、（妻































































新刑律」311 条の普通殺人罪にあたることを認めた上で、同法 54 条によって










































































































 「28年上字 2564号」と「31年年上字 1156号」から見ると、最高法院は、
「当場義憤殺人」罪の適用範囲について制限的な傾向を示していたことが分か
る 218。そして最高法院は、「当場」の構成要件を満たすか否かを厳格に検証す

























































































221 中華民国 29（1940）年院字 2093号解釈：「本夫甲因其妻乙与某丙有姦懷恨、適於野外撞見
乙、丙在山墈下密談、遂触発旧忿、將丙殺害。不能認為当場激於義憤而殺人。」 















































225 周、前掲注 215書、623頁。 
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ことは 1 つの当然の理であるが、15 条の定める正当防衛により加害者を無罪
としたり、54 条の定める情状酌量によって減刑するというやり方も、こうし
た制度に従った解釈によりもたらされた結果であると言えよう。しかしながら、





































































































































































































































































































































































































10. 鄭秦「順治 3 年律考」（同『清代法律制度研究』（北京：中国政法大学出版
社、2000年）所収） 
11. 朱軒劭「晩清民初『姦情命案』之研究――以『殺死姦夫』条及其案例為中
心――」（台北：国立政治大学法律学大学院修士論文、2010年） 
142 
 
